
No.806広報 平成30年（2018年）1月10日（5）

おしらせＨＯＴコーナー　案内・催しおしらせＨＯＴコーナー　案内・催し

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

駅伝大会当日の市民課日曜窓口

案
内
案
内

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴腹
１
月
１６
日
㈫　
午
前
１０
時
～
正
午

複
第
２
会
議
室

淵
草
加
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
、
草

加
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

●
第
５
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
１
月
１８
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分　

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

●
第
６
回
・
第
７
回
八
潮
市
庁
舎
建
設
基

本
構
想
策
定
審
議
会
の
傍
聴

腹
第
６
回
＝
１
月
２６
日
㈮　
午
後
２
時
～
、

第
７
回
＝
２
月
１３
日
㈫　
午
後
３
時
１５
分

～複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
６
回
＝
基
本
構
想
（
原
案
）
取
り
ま

と
め
、
第
７
回
＝
基
本
構
想
答
申

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
財
政
課
☎
焚
８
４
５

●
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍
聴

腹
１
月
３０
日
㈫　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
６
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・

第
５
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
の
傍
聴

腹
２
月
２２
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

淵
平
成
２９
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
状
況
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

交
通
災
害
共
済
申
込
の
受
付
開
始

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
お
見
舞
金

助
け
合
い
制
度
で
す
。

共
済
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
３１
年
３
月

３１
日

覆
①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
②

①
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、
修
学
の
た

め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

沸
年
額
一
般
９００
円
、
中
学
生
以
下
（
平
成

３０
年
４
月
１
日
現
在
）
５００
円

仏
２
月
１
日
か
ら
、
市
民
課
、
駅
前
出
張

所
、
市
内
ま
た
は
草
加
工
業
団
地
内
郵
便

局
へ

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

店
舗
診
断

　
専
門
家
が
お
店
に
伺
い
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

な
ど
を
通
じ
て
、
経
営
上
の
問
題
、
商
品

構
成
、
メ
ニ
ュ
ー
、
お
店
の
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
の
問
題
点
を
抽
出
し
、
必
要
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

腹
２
月
１３
日
㈫　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

３０
分
の
う
ち
の
約
１
時
間
３０
分

覆
店
舗
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
経
営
者

講
師　
水み

ず

井い

澄す
み

人よ

さ
ん
（
㈱
ラ
フ
ィ
ネ
ッ

ト
総
合
企
画
）

払
２
店
舗
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
１
月
１５
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
商
工
観
光
課（
☎
焚
４
７
９
）

へ市
有
地
売
却

　
次
の
市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

複
緑
町
２
―
１３
―
１７

淵
宅
地
８３
・
３２
平
方
メ
ー
ト
ル

仏
１
月
１２
日
か
ら
２６
日
ま
で
に
、
入
札
参

加
申
込
書
（
財
政
課
で
配
布
）
を
財
政
課

窓
口
（
☎
焚
２
３
２
）
へ

※
入
札
参
加
申
込
書
お
よ
び
入
札
実
施
要

領
は
、
１
月
１２
日
か
ら
財
政
課
で
配
布
し

ま
す
。ま
た
、入
札
実
施
要
領
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

消
防
団
員
入
団
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
八
潮
市
消
防
団
で
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
と
振
興
に
貢
献
す
る
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る

た
め
、
毎
年
退
団
者
が
多
い
年
度
末
前
の

１
月
か
ら
３
月
の
期
間
を
「
消
防
団
員
入

団
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
消
防
団
員
の
入
団
促
進
を
図
り
、
地

域
防
災
力
を
高
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

物
八
潮
消
防
署
管
理
課
☎
９９６
・
０
１
１
９

催
し
催
し

郷
土
の
画
家「
上か

み

條じ
ょ
う

肇は
じ
め

作
品
展
」

　
日
本
美
術
院
の
展
示
会
な
ど
に
出
品
さ

れ
た
上
條
さ
ん
の
作
品
は
、
１５０
号
の
大
き

な
カ
ン
バ
ス
に
力
強
く
そ
し
て
細
や
か
に

表
現
さ
れ
た
心
象
画
と
呼
ば
れ
る
画
風
が

特
徴
で
す
。

腹
１
月
２０
日
㈯
～
３
月
３１
日
㈯　
午
前
９

時
～
午
後
５
時

複
資
料
館
企
画
展
示
室

沸
無
料

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

「
毛
糸
で
ポ
ン
ポ
ン
を
作
ろ
う
！
」

腹
１
月
２０
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

覆
小
学
生

淵
あ
ま
り
も
の
の
毛
糸
で
、
ふ
わ
ふ
わ
な

ポ
ン
ポ
ン
を
作
る

払
２０
人
（
当
日
先
着
順
）

沸
無
料

物
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
９９４
・
１
０
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

腹
２
月
１７
日
㈯
・
１８
日
㈰
（
全
２
回
）　

午
後
１
時
～
４
時　

複
や
し
お
生
涯
楽
習
館
陶
芸
室

淵
自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
、
作
成
後
の
進

め
方
、
言
葉
の
工
夫
の
仕
方
な
ど

講
師　
嶋し

ま

田だ

は
し
子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

越
谷
市
生
涯
学
習
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

会
副
理
事
長
）

弗
パ
ソ
コ
ン
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
筆
記

用
具

払
１２
人
（
申
込
順
）

沸
５００
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

仏
１
月
１５
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
☎
９９４
・
１
０
０
０
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

　市内一周駅伝大会当日（１月２１日）は、通常
どおり市民課日曜窓口業務（午前９時～正午、
証明発行のみ）を行います。
　ただし、庁舎前駐車場は利用できませんので、
車などでお越しの際は、東側通用口（埼玉りそ
な銀行側）からお入りください。

物市民課☎焚２１０

　市では、「中小企業退職金共済制度」または「八潮市商工
会特定退職金共済制度」に新たに加入した事業者に対し、掛
金の一部を補助します。
覆次のすべての要件を満たす方
▼市内に事業所を有し１年以上事業を継続しており、かつ補
助金申請時も事業を行っていること▼従業員が５０人以下であ
ること▼補助金申請時に納期が到来している市税を完納して
いること
補助期間　新規加入契約月から２４カ月間
補助対象経費　平成２９年１月（または加入月）から１２月（ま
たは補助期間満了月）までに支払った掛金で補助期間内のも
の
補助額　従業員が５人までの事業所は掛金の３０パーセント、６
人から５０人までの事業所は掛金の２０パーセント（ただし、掛
金は月額５,０００円を限度とし計算）
仏１月１５日から２５日までに、商工観光課窓口（☎焚２７４）へ

八潮市中小企業退職金共済掛金補助制度
　郷土に古くから受け継がれてきた民俗行事「八潮市のオビシャ」が行われ
ます。弓矢で的を射ることによってその年の吉凶や農作物の出来を占います。

●木曽根の弓ぶち
腹１月１４日㈰　午前１０時頃～
複木曽根氷川神社

●鶴ケ曽根の弓ぶち
腹１月２０日㈯　①午前１１時頃～②午後１時頃～
複①鶴ケ曽根下久伊豆神社②鶴ケ曽根上久伊
豆神社

八潮市のオビシャ（県選定無形民俗文化財）

物資料館☎997－6666

八潮中学校

市役所本庁舎
東側棟

駐車スペース

埼
玉
り
そ
な
銀
行


